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x の収束半径 ρ を求めよ。また、収束半径となる ρ=x で収束するかどうか答えよ。 
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1c となるので、その収束半径を ρ とすると定理 14(p.78)より、 
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となるので、整級数∑ の収束半径は 3 である。 
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ここで、 

3=x のとき、
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L となり、部分和は収束しない。 
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x は 3±=x において収束しない。 


